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研究成果の概要（和文）：　数や人称の区別の背後にある言語の演算の単位（素性）が、プラスとマイナスの値（例え
ば［+単数］と［－単数］）を持っていることを確立し、主語と動詞の一致などで働いているメカニズムが、［+単数、
－単数］のように両方の値を持っている状態から少なくとも一つを削除することで成り立っているというあたらしい理
論を提唱した。また、このような結果を得るためには、形態演算に関わる厳密な理論分析が欠かせないことも示し、こ
の分野における今後の研究モデルとなることが期待される。

研究成果の概要（英文）：　This project has established that minimal units of linguistic computation 
called features are provided with both the plus and minus values. It has also put forward a new theory of 
agreement according to which the process of valuation involved in agreement takes the form of deleting at 
least one of the values from, say, [+singular, -singular]. The project has also shown that in order to 
obtain meaningful results in this research area, it is necessary to carry out rigorous morphological 
analysis at the same time, presenting a research model that is expected to be influential in the future.
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１．研究開始当初の背景 
 極小主義プログラムにおいて形態的素性
が一致のメカニズムにおいて果たす役割が
注目を集めているなか、人称や数の素性の内
実がどのようなものであるかを明らかにす
ることが理論上の大きな課題となっていた。
また、研究代表者本人の研究においては、数
の素性と数詞との関連で、数の素性のうち、
[+/-augmented]という素性が数詞の出現を
可能にする働きをしていることを突き止め
るという成果を上げていた。さらに、度量衡
の単位となる語(計量単位語)が数詞ととも
に日本語の場所句に出現する場合の構造を、
日本語とゲルマン語の比較しながらあぶり
出すことにも成功していた。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景のもと、数の素性が統語演算に
おいて果たす役割を解明することを目指し
た。特に、計量単位語の統語的ふるまいとの
関連、さらには、人称や性の素性と数の素性
との相互作用がどのような性格を有してい
るかに焦点を合わせた。 
 
３．研究の方法 
 とっかかりとして、計量単位句が形容詞と
共起する場合の問題点から取り組み、順次、
人称と数が同時に関与する人称代名詞や動
詞の活用へと研究領域を広げていく形で、理
論的理解をすすめていく方針をとった。 
 
４．研究成果 
(1) 形容詞と計量単位句の共起に関しては、
計量単位句が複数形をとることが可能で、か
つ、形容詞が数や性の素性を持っている場合
には、形容詞と主語の一致を妨げない構造に
なっていなければならないという理論的帰
結を導きだし、ゲルマン語やロマンス語の標
準語においては、予測が裏付けられているこ
とを示した（雑誌論文⑧）。ただし、イタリ
ア語の方言においては問題となるパターン
が存在することを査読者が指摘し、今後の課
題となっている。 
 この研究の副産物として、日本語において
形容詞が、一見、名詞化されて計量単位句と
共起する場合は、名詞化のように見えても名
詞としての性格を有せず、形容詞として働い
ていることを論証した（雑誌論文④）。さら
に、「である」と「ある」の場合には、意味
解釈が異なり、特に、「ある」で、形容詞の
示す度合いが標準を超えているという意味
が計量単位句の出現と同時に可能であると
いう、これまでの形容詞についての研究では
不可能とされている事態が生じていること
を発見した（学会発表⑦）。学会発表⑦を活
字化した雑誌論文④では、こうした事態を可
能にしている構造的要因と意味解釈のメカ
ニズムも明らかにした。 
 
(2) 計量単位語そのものについては、「キロ

あたり」のように、「１」が生じていなくて
もその解釈がなされるという現象が可能な
場合があるのに対し、分類詞にはその現象が
皆無であるという観察を通し、本プロジェク
ト以前に引用文献①において研究代表者が
提案していた、[+/-augmented]という素性が
数詞の出現を可能にするという仮説を補強
する結果を得た（雑誌論文①）。この成果は、
[+/-augmented]が[+/-singular]と組み合わ
されるとき、[+singular, +augmented]の場
合が不可能であることから、[+singular]が
存在するときは[-augmented]が省略されて
も意味情報が失われることがないというロ
ジックを補助仮説として用いている。 
 
(3) 数の素性が人称の素性と相互作用を起
こす場として、動詞の活用や人称代名詞があ
るが、前者について、フラニ語の分析を行っ
た。この言語では、人称と数をあらわすマー
カーが動詞の前に現れたり後ろに現れたり
し、引用文献②では、素性による分析が不可
能だとされていたが、雑誌論文⑤において、
人称と数の組合せの論理において予測可能
な素性を省略する形態演算上の操作を仮定
すればマーカーの配置を素性単位でとらえ
ることができるようになることを示した。こ
れは、人称と数の組合せの論理が重要な経験
的帰結をもたらすことを、上記(2)の数の素性
そのものの組合せの論理に関わる成果とあ
わせて示したものであり、素性の組合せの論
理を研究の一分野として確立しつつあるも
のである。 
 フラニ語の分析は、同時に、人称の素性が
プラスとマイナスの両方の値を持っている
ことを示すためのプロジェクトの一環とし
て行われたものであり、引用文献③で提案さ
れた、人称と数の素性が有標の値しかもって
いないとする立場が成り立たないことを論
証した結果にもなっている。数については引
用文献①でも研究代表者本人が同様のこと
を論じており、あわせて、人称と数の素性の
値についての一般的な性格付けを確立した
ものといえる。 
 なお、未発表であるが、最終年度の最後の
段階で、マヤ語族のカクチケル語などで他動
詞主語が焦点化などで移動するときに使わ
れる動詞の特殊形態が示す人称がらみの奇
妙な制約についての分析を行った。骨子は、
当該の制約は形態的実現にかかわる一般的
制約に帰着するというものである。統語演算
における一致のメカニズムに関しては、プラ
スとマイナスの両方の値が関与する素性の
システムだけが正しい結果を得るために必
要な仮定であって、それ以外の一致のメカニ
ズムには、とりたてて余計な仮説をもうける
必要がないという望ましい成果が得られた。
この研究結果は、フラニ語の動詞形態やカイ
オワ語とヘーメス語の逆数（後述(4)）につい
て行ってきた研究の経験が生きたもので、か
つ、そこでの一連の理論的帰結と符合するこ



とにもなっている。今後、発表先をさがすこ
とになる。 
 
(4) 数の素性がプラスとマイナスの両方の
値を持っていることは、本プロジェクトと平
行して引用文献④でも論じられていたが、そ
こで扱われているヘーメス語とカイオワ語
の逆数は全く別物という取り扱いに終わっ
ていた。逆数とは、各名詞が内在的に持って
いる数の値と異なる値に対応する意味でそ
の名詞を使用するときに名詞に付随する形
態をさす。同じ系統に属す言語の、しかも、
逆数というような現象が二種類別々の性格
を持って存在するということは考えられな
い事態であり、これらを統一的にとらえるこ
とに成功したのが雑誌論文②⑥である。そこ
での分析は、プラスとマイナスの両方の値を
持っているという数の素性の性格を維持し
つつ、一致のメカニズムについてあらたな提
案を行うことではじめて可能になったもの
である。 
 この一致のメカニズムのあらたな理論は、
プラスとマイナスの両方の値を持っている
状態から、そのうちの一つ、場合によっては
二つとも値を削除するというのが一致の際
に起こっていることであるとする。意味解釈
に貢献するのではなく一致を必要とする素
性は、従来、プラスの値もマイナスの値もと
もに欠いていると見なされていた（引用文献
⑤）が、その場合、値を全く欠いている素性
というものの出自が不明となる。プラスとマ
イナスの両方の値を持っている状態は、個々
の値を組み合わせれば生じることなので、あ
らたな提案のもとでは発生論上の謎が解消
される。ここまでは引用文献④ですでに成し
遂げられていたことであるが、個別の値の削
除という考え方をとらなかったために、ヘー
メス語とカイオワ語の逆数の統一的分析に
失敗していたわけである。本プロジェクトの
成果は、削除の操作を一致のメカニズムに厳
密な形で導入することにより、ヘーメス語と
カイオワ語の統一的分析に成功した。 
 雑誌論文⑥では、さらに、あらたな一致の
理論が、英語の３人称単数の-sが名詞の複数
形の-sと同じ形を取る事実にも応用例を見出
すことを、一致の発生論上の問題とともに論
じている。雑誌論文②は、ヘーメス語とカイ
オワ語の分析に限定し、雑誌論文⑥における
動詞形態の分析の不備を修正して影響力の
大きな国際学術誌に発表したものである。 
 
(5) 素性そのものの研究とは少しずれるが、
自然数と子供の数概念発達についても大き
な進展を見た。引用文献⑥などでまとめられ
ているように、子供が数詞を習得するとき、
「３」まではひとつひとつ時間がかかるのに
対し、「３」まで達すると、数えるという行
為の意味や「３」以降の数詞の意味も、段階
を踏まず理解できるようになるという認知
心理学でよく知られている事実がある。この

事実の説明として、自然数の集合論的把握が
有用であることを示した（学会発表③）。句
構造形成の演算操作を任意の単一の語彙項
目に繰り返し適用することで自然数列に対
応可能な集合列を作り出すことができる、と
いうチョムスキーの提案（引用文献⑦）をや
や修正し、1 = {Ø}、2 = {Ø, {Ø}}、3 = {Ø, {Ø, 
{Ø}}}のようにすることで、この統語構造を音
韻化すると自然数の表記法（例えば、ローマ
数字や漢数字）に近づけることができるとい
うアイデアは、空集合を使うという点を除け
ば本プロジェクト以前に発表したものであ
るが、それを発展させた。この統語構造に前
後関係を与え、省略表現の分析の場合と同じ
ような音韻演算における構成素削除を適用
することで、「１、２、３、４」というもの
を数えるときの数詞の列から「４」という数
詞のみを切り出してくることが同様に可能
になるという結果をまず得る。ところで、構
成素削除が数詞の用法に関わっているとい
う確証が得られるのは、構造の複雑さの観点
から 3 = {Ø, {Ø, {Ø}}}まで到達しなければ得
られないのである。 
 
(6) 以上、数や人称の素性に関連する成果を
多岐にわたってあげることができたが、これ
らはいずれも国際会議での発表やその議事
録、また、国際学術誌での論文として発信し、
今後の理論的発展の出発点となるものを世
界に向けて示すことができた。 
 より具体的な研究レベルでいうと、(3)や(4)
の成果は、素性とそれが関与する一致の理論
を扱う際に、形態演算に関わる厳密な理論分
析が欠かせないことを示してもおり、今後の
研究モデルを提供したことにもなっている
のではないかと自負している。 
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